事件発生から声明文発表まで　～全国手をつなぐ育成会連合会の動きを中心に～

全国手をつなぐ育成会連合会　政策センター委員・情報誌「手をつなぐ」編集委員
又村　あおい

　今回の事件のは発生が深夜（早朝）だったため、朝になってニュースなどで大変な事件が起きてしまったことが判明しました・・と全身の力が抜けるようでした。以下、又村の目線で事件発生から全国手をつなぐ育成会連合会（以下、全育連）による声明文の発表までを振り返りたいと思います。

１　事件発生から声明文発表まで
　全国手をつなぐ育成会連合会（以下、全育連）では、目に余る障害者虐待事案など知的・発達障がいのある人の人権が脅かされるようなことが起きるたび、声明を発表しています。しかし、今回の事件は（虐待や差別がマシなどと言うつもりはまったくありませんが）事象として「戦後最悪の刃物による殺人事件」だったことから、亡くなった方への追悼やケガをした方へのお見舞いは当然のこととして、それ以上どのような声明を出せばアクションを起こせば良いのか、少なくとも又村には分かりませんでした。
　しかし、その後の報道で被疑者の明らかに歪んだ思想などが明らかになったことも踏まえて、全育連の権利擁護委員会をサポートしてくださる弁護士の方がお力添えくださり、時間を置くことなく声明文を公表することとしました。（声明文は2ページのとおり）

２　障がいのある本人からのうったえ
　全育連が声明文を公開したタイミングと前後して、日ごろからメールやメッセージをやり取りしている知的・発達障がいのある本人から、又村に連絡がありました。もちろん、それぞれはお互いのことを知りません。にも関わらず、まるで示し合わせたかのように、同じタイミング、かつ同じような内容のうったえでした。特に印象深い内容フレーズをご紹介します。（原文ママなので文章のつながりなどはご容赦くださいを趣旨が変わらない程度に改変しています）

・相模原の方向施設での事件、事ビックリしました。私、かなり今朝は朝つらいです
・その施設の夜勤泊まり職員さんの情報ありません。けどその泊まり職員はどうしたのですか？
・元職員がこんな事件を起こすなんて、とても怖いです。
・一番悲しいのは、障害者は死んでもらいたいと言う言葉です。を聞いてとてもショックです。私達、障害者はこれからどうすればいいんだろう
・他の支援者や全国の方も犯人と同じ気持ちになったりするのでしょうか、支援者のことを信じられなくなります。
・障害者だって、一生懸命頑張っているのに、その人は、そんなふうに、思っていたのですだねね。ざんねんな、気持ちだった。

　やはり、言葉によるコミュニケーションが難しい障がいのある人の気持ちを代弁するのは、同じ障がいのある人なのですね。もちろん、一人の意見が全体の意見であるかのように扱ってはなりませんが、多くの当事者が同じことを感じたとき、それは言葉として現れます。今回、そのことがハッキリと分かりました。

３　ふたたび、育成会のうごき
　これまで全育連は、基本的に「障がいのある人向け」の声明文などは作成やメッセージを発表したことがありませんでした。（それはそれで問題なのですが）しかし、障がいのある人からのうったえ訴えを読ませていただき、今回だけは何があっても障がいのある人自身に届くようなメッセージが必要だと強く感じ、全育連の久保会長や田中統括など幹部の方々へ障害のある人向けメッセージの必要性を提案し、ご快諾をいただきました。ました。
　そこで、タイミングは少し遅れてしまいましたが、「手をつなぐ」編集担当の方のお力添えをいただきながらが原案を作成してくださり、翌日になって「障害のある人向け」メッセージを公表することになりました。
　結果的に、一般向け・障害のある人向けのいずれも、新聞・テレビなどで繰り返し大きく取り上げられることとなりました。全育連としても、久保厚子会長や田中正博統括が多くのメディアで取材に応じています。でも、本音をいえば、こんな悲しい事件ではなく、もっと楽しくて前向きな話題で注目されれば良かったのに・・と思います。

４　とても気がかりなこと
　正直なところ気がかりなことだらけでですが、今の時点でとても気がかりなことを挙げるとすれば、次のとおりです。
★　事業所のセキュリティを強化するだけで良いのか
★　精神障がいのある人へのいわれなき偏見や攻撃が起きないか
★　知的・発達障がいのある人や家族、援助者として今回の事件に負けないためにはどうしたら良いか
　→　全育連で仕掛けを考えています「思い出の写真」を集めて９月号「手をつなぐ」の表紙にするプロジェクトを行います。
★　あれだけの事件があっても津久井やまゆり園を離れることができない人たちがいることをどう考えるか

そして最後に…
しつこいよう声明文やメッセージにも込めた思いですが、堂々と生きましょう。いつもどおりの暮らしをしましょう。
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